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研究成果の概要（和文）：分子一層の厚さで鉄材をコーティングし，錆を防ぐことのできる界面活性剤型分子の
開発を試みた。合成した分子は複数個の水酸基を有する親水性頭部，多重水素結合と分子ジッパーを同時に形成
して横方向に相互を固定するトリロイシン基，疎水性のアルキル鎖で構成される。この分子から気水界面単分子
膜を作製し鉄材をコートした結果，未処理の場合に比べて錆の発生を防ぐことができたが，その効果は期待した
より小さかった。一方，この分子はガラス基板上にSAM膜を形成し撥水性を発現した。また，パーフルオロアル
キル鎖の利用を計画中，パーフルオロアルキル鎖を有する単純な構造のアキラル分子から螺旋状微結晶が生じる
ことを新たに見出した。

研究成果の概要（英文）：An amphiphile was newly synthesized with the aim of protection on iron 
surface against rust. This molecule possesses one alkyl chain, a trileucinate residue, and 
tris-hydroxymethylamino group. The monolayer membrane of the molecule at the air-water interface was
 transferred onto iron surface, and was allowed to stand in an acidic atmospher. Because the 
molecule did not formed a complete monolayer, antirust effect was slight. On the other hand, the 
molecule formed a SAM membrane on a glass surface, and exhibited water repellency. Moreover, I 
demonstrated here the formation of a helical superstructure from achiral molecules, namely, 
perfluoroalkyl (Rf) laurates . The Rf chain has a twisted conformation with a left- or a right- 
handed sense. Because the helix reversal in the Rf chain easily occur at room temperature, this 
molecule is achiral. However, the axial chiralities should be rocked in a highly packed solid state,
 and hence the achiral molecule formed the helical superstructure.

研究分野： 分子組織化学

キーワード： トリロイシン型両親媒性分子　ロイシンファスナー　単分子膜コーティング　ナノコーティング　SAM膜
　ヘリックス超構造　パーフルオロアルキル鎖　防錆

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　二次元面内における分子の稠密配列形成とその構造固定をトリロイシン基間に形成される平行β－シート構造
とそれらの間に形成されるロイシンファスナーで達成するとともに，基材への吸着は親水性頭部に導入した三つ
のヒドロキシ基を有するトリスヒドロキシメチルアミノメタン（以後THAM）によって行う分子を合成して，単分
子膜による防錆の可能性を示した。その他，THAMを親水基とする両親媒性分子の合成方法を確立できたこと，ま
たその分子がガラス基板上にSAM膜を形成すること，さらにパーフルオロアルキル鎖を有する非常に単純な構造
のアキラル分子からヘリックス超構造体が形成されることを成果として得ることができた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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